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授業を受講した 2006年度当時の小学校 1年生から 3
年生までの 20名であった調査実施時は，高校2年
生 1名，高校 3年生 11名，大学 1年生 8名であっ
た「ロボティクス科」は，理科・生活科・図画工作



































































































かった」 (n=20,M=5.5, SD= 1.2), 「プログラムは誰
か人が作っているということがわかった」 (n=20,M 








図 1 3群の共起ネットワー ク
= 5.4, SD= 1.3), 「コンピュータには，得意なところ
と，なかなかできないところがあるということがわ


























・エキスパート群 M=77.9, SD=7.99 
・アドバンス群 M=68.8, SD= 10.8 
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16. 問題の解き方を 1つ 1つ順番に説明できる
17. 問題の解き方を頭の中で想像できる
表4 認知欲求に関する質問
1. あまり考えなくてもよい課題よりも，頭をよく使う
難しい課題のほうが好きだ
2. たくさん頭を使わなければ達成できないようなこと
を目標にすることが多い
3. 必要以上に考える方である
4. 新しい考え方を学ぶことに興味がない※
5. 一生懸命考え，多くの知的な努力を必要とする重要
な課題を成し遂げることに，とくに満足感をおぼえる
6. 必要以上には考えないほうである※
7. 一度覚えてしまえば，あまり考えなくてもよい課題
が好きだ※
8. 長い時間にわたって一生懸命考えることは苦手だ※
9. 考えることは楽しくない※
10. 深く考えなければならないような状況は，避けたい
※ 
11. 生活の中で，自分が何をすべきかについて考えるこ
とは，好きではない※
12. 常に頭を使っていなければ，満足できない
13. 生活の中で，自分自身で解決しなければならない難
しい課題は，多いほうがよい
14. 単純な課題よりも，複雑な課題のほうが好きだ
15. 問題の答えがなぜそうなるのか理解するよりも，単
純な答えだけを知っているほうがよい※
※は，逆転項目である．
